
折り込みの生涯学習だより「ひろば」1面に、社会教育関連施設（体育施設・図書館など）の利用時間変更案内を掲載しております。
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人口と世帯数 
（平成23年5月1日現在） 
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平成23年 

第1067号  5.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

市議会議員選挙・市長選挙結果 
災害時に備えて 
アダプト制度　参加者募集 
ハッピーエイジング講座 
弁護士　住田裕子氏　講演会 
臨時休業　南多摩斎場 
乳がん・子宮がん・胃がん検診 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎月1日・15日発行 

社
会
教
育
関
連
施
設
（
体
育
施
設
・
図
書
館
な
ど
）
の
利
用
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す　

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
の
生
涯
学
習
だ
よ
り
「
ひ
ろ
ば
」
5
月　

日
号
１
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

15

　

平
成
３
年
４
月
に
、
３
代
目

の
稲
城
市
長
と
し
て
山
田
元
市

長
か
ら
引
き
継
い
だ
第
二
次
長

期
総
合
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
私
の
市
長
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２

年
も
し
な
い
う
ち
に
計
画
と
現

実
の 
乖 かい 
離 
が
甚
だ
し
く
な
り
、

り

市
税
収
入
が
毎
年　

％
以
上
伸

１０

び
て
い
く
は
ず
が
、
横
ば
い
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
株
も

土
地
も
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
日

本
経
済
は
デ
フ
レ
に
入
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
こ
で
長
期
総
合

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

人
口
も
平
成　

年
に
は　

万
人

１３

１０

を
突
破
す
る
と
い
う
計
画
や
財

政
計
画
も
大
幅
に
修
正
し
ま
し

た
。
ま
た
市
立
中
央
図
書
館
や

教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
計

画
も
、
先
送
り
や
中
止
と
し
ま

し
た
。
た
だ
市
民
の
生
命
と
健

康
の
拠
点
と
し
て
の
、
市
立
病

院
の
建
て
替
え
は
実
施
し
ま
し

た
。
計
画
立
案
中
の
平
成
７
年

１
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、　

床
２９０

規
模
の
病
院
と
し
て
は
全
国
で

初
め
て
、
免
震
工
法
を
採
用
し

ま
し
た
（
本
年
３
月　

日
の
東

１１

日
本
大
震
災
で
も
、
医
療
資
機

材
す
べ
て
が
保
全
さ
れ
、
力
を

発
揮
し
ま
し
た
）
。

　

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

１３

第
三
次
長
期
総
合
計
画
の　

年
１０

は
、
人
口
計
画
も
策
定
時
の
想

定
が
７
万
６
千
人
に
対
し
て
８

万
４
千
人
を
達
成
し
ま
し
た（
昨

年
秋
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
に

よ
る
と
稲
城
市
の
５
年
間
の
人

口
伸
び
率
は　

・
９
％
で
東
京

１０

の
市
部
で
は
１
位
、
全
国
の
市

の
中
で
３
位
と
な
り
ま
し
た
）。

ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
活
用
し
、

市
立
中
央
図
書
館
、
若
葉
台
駅

前
複
合
施
設
ｉ
プ
ラ
ザ
や
市
立

病
院
駐
車
場
も
完
成
し
、
建
設

費
も
運
営
費
も
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

市
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
も
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

発
祥
の
市
と
し
て
、
全
国
に
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市

民
の
足
と
し
て
平
成　

年
か
ら

１４

始
ま
っ
た
ｉ
バ
ス
運
行
も
今
年

は
、
路
線
の
新
設
と
料
金
値
下

げ
も
行
い
ま
し
た
。
残
す
大
型

建
設
事
業
の
（
仮
称
）
健
康
プ

ラ
ザ
は
、
来
春
完
成
し
ま
す
。

そ
し
て
南
武
線
高
架
化
は
年
度

内
に
下
り
の
立
川
方
面
は
完
成

し
ま
す
。
課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
私
の
使
命
で
あ
る

第
三
次
長
期
総
合
計
画
は
ほ
ぼ

達
成
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
安
政

年
間
の
大
地
震
は
２
年
ほ
ど
続

き
ま
し
た
。
危
機
管
理
の 
要  
諦 

よ
う 
て
い

は
「
危
機
の
特
定
、
評
価
、
理

解
、
対
応
と
情
報
の
管
理
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
怠
り
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

年
２０

間
支
え
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
筆
を

置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　４月２４日の稲城市長選挙で、
当選しました�橋市長は、次の
選挙公約を掲げております。こ
れらについては、第四次長期総
合計画との整合性を図りながら
実現を目指します。

○
南
山
に
安
心
便
利
な
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
（
葬
祭
場
）
を
平
成　
２７

年
に
開
設
し
ま
す
。

○
南
山
の
霊
園
（
墓
地
）
は
稲
城

市
民
を
中
心
と
し
、
府
中
市
と
の

共
同
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

○
公
共
施
設
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
予
約
で
き
る
よ
う
見
直
し
ま
す
。

○
南
武
線
立
体
交
差
事
業
の
完
了

に
あ
わ
せ
、
ｉ
バ
ス
の
増
便
や
新

規
路
線
を
推
進
し
ま
す
。

○
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
拡

充
し
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

○
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
Ｉ
Ｃ
カ
レ

ッ
ジ
、
芸
術
文
化
団
体
連
合
会
な

ど
各
種
団
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

生
涯
学
習
事
業
の
連
携
を
深
め
、

市
民
と
行
政
の
協
働
の
も
と
生
涯

に
わ
た
る
学
習
・
芸
術
文
化
活
動

を
振
興
し
ま
す
。

○
ふ
れ
ん
ど
平
尾
（
２
階
以
上
の

部
分
）
が
早
期
に
再
開
で
き
る
よ

う
、
改
修
工
事
を
急
ぎ
ま
す
。

の
お
み
や
げ
事
業
な
ど
、
い
な
ぎ

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

○
農
業
・
商
工
業
に
お
け
る
稲
城

ら
し
さ
を
発
信
し
地
域
経
済
の
振

興
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
（
仮
称
）
健
康
プ
ラ
ザ
に
太
陽

光
発
電
を
導
入
し
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
多
摩
川
の
余
熱
利
用
や
武

蔵
野
南
線
の
湧
水
活
用
と
合
わ
せ

て
、
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
し
ま
す
。

○
低
炭
素
社
会
の
実
現
、
生
物
多

様
性
の
確
保
な
ど
新
た
な
課
題
に

向
け
て
、
環
境
基
本
計
画
を
改
定

し
ま
す
。

○
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
冷
房

化　

％
を
実
現
し
ま
す
。

１００
○
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

拡
充
し
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育

に
つ
な
げ
ま
す
。

○
小
中
学
校
の
校
舎
の
老
朽
化
に

応
じ
て
改
修
し
ま
す
。
第
一
小
学

校
は
平
成　

年
度
末
ま
で
に
完
了

２７

さ
せ
、
旧
校
舎
に
つ
い
て
は
建
て

替
え
ま
す
。

○
（
仮
称
）
南
山
小
学
校
は
、
平

成　

年
春
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

２７
○
国
や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、
少

人
数
学
級
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
幼
稚
園
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、

補
助
金
を
近
隣
市
の
平
均
水
準
以

上
に
増
額
し
ま
す
。

○
第
二
保
育
園
の
建
て
替
え
に
併

せ
た
定
員
増
に
よ
り
待
機
児
童
の

解
消
を
目
指
し
ま
す
。
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
を
設
置
し
、

相
談
支
援
の
窓
口
を
拡
充
強
化
し

ま
す
。

○
長
峰
地
区
の
遊
休
地
を
活
用
し
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
（
野
球
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
）
を
設
置
し
ま

す
。

○
温
水
プ
ー
ル
と
健
診
セ
ン
タ
ー

を
実
現
、
健
康
増
進
の
街
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

○
（
仮
称
）
健
康
プ
ラ
ザ
は
、
建

設
費
の
市
民
負
担
な
し
で
平
成　
２４

年
春
に
完
成
さ
せ
ま
す
。
併
設
す

る
市
立
病
院
健
診
外
来
棟
に
は
、

最
新
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
、
リ
ニ
ア

ッ
ク
設
置
な
ど
機
能
強
化
し
ま
す
。

○
か
か
り
つ
け
医
と
市
立
病
院
と

の
間
で
、
診
療
情
報
の
共
有
体
制

（
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
）
を

　

年
度
末
ま
で
に
完
成
し
、
踏
切

２５を
な
く
し
ま
す
。

○
南
山
区
画
整
理
に
お
い
て
公
共

緑
地
を
確
保
し
ま
す
。
現
計
画
値

　

％
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

１８ン
開
発
区
域
と
同
等
以
上
に
増
や

し
ま
す
。

○
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
、
榎

戸
地
区
は
平
成　

年
度
完
成
を
目

３２

指
し
ま
す
。

○
都
道
鶴
川
街
道
の
拡
幅
（
百
村

地
区
の
整
備
を
含
む
）
は　

年
後

１０

ま
で
に
、
坂
浜
平
尾
線
の
開
通
は

平
成　

年
度
末
ま
で
に
実
現
を
目

２７

指
し
ま
す
。

利
便
性
の
向
上
を

目
指
し
て

に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
市
民
活
動
の
支

援

○
坂
浜
平
尾
地
区
の
区
画
整
理
事

業
で
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
自

然
と
農
を
楽
し
む
街
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

○
三
沢
川
の
清
流
化
・
景
観
整
備

を
通
じ
た
観
光
資
源
化
、
い
な
ぎ

農
業
・
商
工
業
の

振
興
、
環
境
の
保

全 教
育
と
子
育
て
支

援
の
充
実

構
築
し
ま
す
。

○
平
尾
住
宅
敷
地
内
に
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
高
齢
者

住
宅
併
用
型
介
護
施
設
を
誘
致
し

ま
す
。

年
間
あ
り
が
と
う

20

ご
ざ
い
ま
し
た
！

前
市
長　

石
川　

良
一

健
全
財
政
の
維
持

１

福
祉
医
療
の
充
実

３

４５

７ ６

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををを維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持ししししししししししししししししししししししししししななななななななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががががががががらららららららららららららららららららららららららら健全財政を維持しながら
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりをををををををををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！新しい街づくりを！

健全財政を維持しながら
新しい街づくりを！
�橋勝浩市長　1期目がスタート

防 災 対 策
○地域防災計画における地震・被害規模の

想定を見直し、対応策をレベルアップしま

す。

○耐震改修促進計画を推進するため、耐震

診断・耐震改修の補助を強化します。

○
南
武
線
立
体
交
差
事
業
を
平
成

都
市
基
盤
整
備
の

推
進

２ ○
行
政
改
革
な
ど
を
通
じ
、
徹
底

し
て
無
駄
な
歳
出
を
削
減
し
、
教

育
・
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

○
職
員
数
を
削
減
し
、
職
員
１
人

当
た
り
人
口
（
受
け
持
ち
人
口
）

を
平
成　

年
度
末
ま
で
に　

人
以

２６

２１０

上
に
し
ま
す
。

○
公
会
計
制
度
を
改
革
し
、
複
式

簿
記
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
持

続
可
能
な
財
務
体
質
を
構
築
し
ま

す
。



２３・５・１５ 代表電話は378－2111　（2）

《
火
災
を
広
げ
な
い
》

《
火
災
を
早
く
消
す
》

《
火
災
を
早
く
知
る
》

ご協力をお願いします

介護保険日常生活圏域
ニーズ調査の実施

　地域や高齢者の課題などをより的確に把握
するために、対象の方に調査票を郵送して「日
常生活圏域ニーズ調査」を実施します。
　この調査は、平成23年度末に策定される
「稲城市介護保険事業計画（第5期）」の資
料として活用します。

▽対象　要支援1から要介護2の方及び65歳
以上で、無作為に抽出した方（合計約2千人）

▽期間　5月中旬～6月上旬

▽調査方法　郵送配布、郵送回収

▽調査内容　生活や介護の状況など

▽問い合わせ　高齢福祉課介護保険係

納期限　５月３１日（火）

固定資産税・都市計画税
（第1期）

軽自動車税（全期）
安心！納税！口座振替!!

▽問い合わせ　納税課

　

市
内
で
は
、
今
年
す
で
に
８
件

の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
７
件
が
建
物
火
災
で
、
昨
年

の
同
時
期
に
比
べ
倍
増
し
て
い
ま

す
。

　

多
発
し
て
い
る
建
物
火
災
の
原

因
は
、
「
放
火
」
な
ど
の
不
審
火

や
、
器
具
の
不
適
切
な
使
用
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
・
気
の
緩
み

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

放
火
火
災
な
ど
へ
の
危
機
意
識

を
持
ち
、
家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
人
目
に
つ
き
に
く
い
所

○
侵
入
し
や
す
い
所

○
開
け
っ
放
し
の
門
や
玄
関

○
鍵
の
掛
か
っ
て
い
な
い
物
置
や

車
庫

○
灰
皿
の
あ
る
場
所
以
外
で
は
喫

煙
し
な
い
。

○
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
き
、

吸
い
殻
は
確
実
に
火
を
消
す
。

○
吸
い
殻
を
く
ず
カ
ゴ
な
ど
に
捨

て
な
い
。

◆
こ
ん
ろ
・
て
ん
ぷ
ら
油

○
こ
ん
ろ
の
周
り
に
は
、
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
。

○
揚
げ
物
中
、
電
話
や
来
客
な
ど

で
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

（
そ
の
場
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず

火
を
消
す
）
。

○
こ
ん
ろ
や
換
気
扇
に
こ
び
り
つ

い
た
油
汚
れ
は
、
こ
ま
め
に
掃
除

す
る
。

○
調
子
の
悪
い
こ
ん
ろ
や
古
く
な

っ
て
傷
ん
だ
ガ
ス
ホ
ー
ス
は
早
め

に
取
り
替
え
る
。

◆
電
気

○
電
気
器
具
の
コ
ー
ド
は
机
や
家

具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
ま
ま

使
用
し
な
い
。

　

熱
や
煙
を
感
知
し
て
、
警
報
ブ

ザ
ー
や
音
声
な
ど
に
よ
り
、
火
災

　

カ
ー
テ
ン
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
寝

具
類
な
ど
は
、
火
が
触
れ
て
も
着

火
し
に
く
く
、
燃
え
広
が
り
に
く

い
防
炎
物
品
・
防
炎
製
品
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

初
期
消
火
に
効
果
的
な
住
宅
用

消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
燃
え
や
す
い
物
が
放
置
さ
れ
て

い
る
所

《
放
火
犯
に狙

わ
れ
や
す
い
所
》

特
に
こ
ん
な
場
所
が危

険
で
す

○
階
段
の
下
や
建
物
周
辺
に
置
い

て
あ
る
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

○
た
ま
っ
て
い
る
新
聞
や
郵
便
物

○
放
置
さ
れ
た
自
転
車
や
バ
イ
ク

○
路
上
駐
車
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
物
や
カ
バ
ー

○
薄
暗
く
死
角
と
な
る
場
所

 

《
火
災
予
防
対
策
》

◆
放
火

○
家
の
周
り
を
で
き
る
だ
け
明
る

く
し
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
。

○
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
戸
締
り

を
確
認
し
、
物
置
や
車
庫
な
ど
に

は
必
ず
鍵
を
掛
け
る
。

○
家
族
や
隣
近
所
で
放
火
防
止
の

話
し
合
い
を
す
る
。

◆
た
ば
こ

○
寝
た
ば
こ
や
歩
行
中
の
く
わ
え

た
ば
こ
は
し
な
い
。

○
コ
ー
ド
を
ド
ア
な
ど
で
挟
ま
な

い
。

○
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
ね
じ
れ

た
ま
ま
使
用
し
な
い
。

○
許
容
電
流
を
超
え
る
た
こ
足
配

線
を
し
な
い
。

○
使
用
し
な
い
器
具
の
プ
ラ
グ
は

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

○
素
人
工
事
を
し
な
い
。

傍聴しませんか

平成23年 第2回定例会
6月10日（金）から開催予定

　平成23年第2回稲城市議会定例会が、6月10
日（金）から開かれる予定です。
　議会の傍聴を希望する方は、当日、議会事務
局で手続きをしてください。
※請願・陳情は、6月2日（木）午後5時までに持
参してください。

市議会本会議の様子を
インターネットでご覧いただけます

　市ホームページの「稲城市議会」から平成23
年第2回定例会本会議の様子を、6月10日（金）か
ら生中継または録画でご覧いただける予定です。
ぜひ、ご利用ください。

▽問い合わせ　議会事務局議事係

市議会議員選挙・市長選挙結果

▽問い合わせ　選挙管理委員会事務局
　４月２４日に市議会議員選挙・市長選挙が行われ、即日開票
の結果、市民の代表として２２人の市議会議員が選ばれました。
また市長には�橋勝浩氏が選ばれました。
　任期は、市議会議員が平成２７年４月３０日、市長が平成２７年
４月２６日までの４年間です。

投
票
率

市
議
会
議
員
選
挙

市
長
選
挙

　

市
議
会
議
員
選
挙
は
定
数　

人
２２

に
対
し
て　

人
の
立
候
補
が
あ
り

２７

ま
し
た
。
各
候
補
者
の
当
落
及
び

得
票
数
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

市
長
選
挙
に
は
３
人
の
立
候
補

が
あ
り
ま
し
た
。
各
候
補
者
の
得

票
数
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

表２　市長選挙　開票結果 �������������� （敬称略・得票順）

結果得票数新・現・元党派候補者

当選15，462票新無所属高橋　かつひろ

10，217票新無所属藤原　愛子

  8，358票新稲城党伊藤　まさみ

表１　市議会議員選挙　開票結果 ����������� （敬称略・得票順）

結果得票数新・現・元党派候補者

当選2，131．337票新みんなの党渡辺　たつや

当選2，043票新無所属坂田　たけふみ

当選1，792票現民主党梶浦　みさこ

当選1，755票現公明党大久保　もりひさ

当選1，598票現自由民主党原島　茂

当選1，572票現無所属あらい　健

当選1，561票現無所属北浜　けんいち

当選1，467票現稲城・生活者
ネットワーク中村　みほこ

当選1，440票現自由民主党原田　えつお

当選1，394票新無所属鈴木　誠

当選1，390票新日本共産党遠藤　くに子

当選1，349票現公明党井川　まちこ

当選1，328票現無所属伊藤　ちか子

当選1，323票現公明党佐脇　ひろし

当選1，306票新公明党つのじ　寛美

当選1，266票新民主党岩佐　ゆきひろ

当選1，160票現無所属川島　やすゆき

当選1，096票現無所属中山　けんじ

当選1，067票現自由民主党田中　しげお

当選1，054．662票新無所属渡辺　力

当選　 996票現日本共産党岡田　まなぶ

当選　 932票新無所属中田　中

落選　 913票現無所属藤井　まさふみ

落選　 765票新日本共産党坂口　いくみ

落選　 759票新無所属武田　まさひと

落選　 754票新民主党小川　あきひろ

落選　 160票新無所属うしお　昭太

市
議
会
議
員
選
挙　
　

・　

％（
前

５３

４８

回　

・　

％
）

５３

４３

市
長
選
挙　
　

・　

％（
前
回　

・

５３

４８

５３

　

％
）

４３

生活習慣病教室
あなたの生活見直してみませんか？

　市立病院では生活習慣病教室を開催してい
ます。この機会にあなたの生活を見直してみ
ませんか。興味のある方はぜひご参加くださ
い。
※申込不要、費用無料

▽期日　5月26日（木）

▽時間　午後3時～（約1時間）

▽会場　市立病院3階講義室

▽テーマ・講師　「生活習慣病（糖尿病、メ
タボ）は何が問題か？どう注意すべきか　お
話します」・医師
「薬の飲み方（特に糖尿病）や注意点」・薬
剤師

▽問い合わせ　市立病院医事課外来係
1377－0931

の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
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緊
急
！

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
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火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
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多
発
す
る
火
災
に
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

ご
注
意　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

▽
問
い
合
わ
せ

　

稲
城
消
防
署
予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
７
１
１
９

377

緊
急
！

多
発
す
る
火
災
に
ご
注
意
!!

▽
問
い
合
わ
せ

　

稲
城
消
防
署
予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
７
１
１
９

377

火
災
か
ら

大
切
な
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
！



２３・５・１５（3）　代表電話は378－2111

▲消防操法審査会の様子

災
害
時
に
備
え
て

　

大
地
震
に
備
え
て

家
具
類
の
転
倒
防
止
な
ど
の
対
策
を　
!!

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

の
施
行
日
で
あ
り
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
徹
底
と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
他
人
か
ら
人
権
を
侵
害
さ
れ

て
い
る
」「
夫
婦
・
家
庭
内
で
不
和

や
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
」「
近
所

と
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
」な
ど
、

人
権
・
身
の
上
の
問
題
で
お
困
り

の
際
に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▽
期
日　

６
月
１
日（
水
）

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０

▽
会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
定
員　

３
人
（
先
着
順
）

▽
相
談
員　

稲
城
地
区
人
権
擁
護

委
員
（
藤
森　

光
子
氏
、
久
保
田 

哲
夫
氏
、
笹
久
保　

恵
美
子
氏
）

▽
予
約
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話

（
1　

・
２
２
８
６
）
で
申
し
込

３７８

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費
生

活
係

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日
頃
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
、
諸
外
国

に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

　

全
国
の
各
市
町
村
に
人
権
擁
護

委
員
が
配
置
さ
れ
、
講
演
会
や
座

談
会
を
開
催
し
た
り
、
法
務
局
・

市
区
の
人
権
相
談
所
な
ど
で
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受

け
た
り
と
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
６
年
度
か
ら
、
い

じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
な
ど
の
子

ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
適
切

に
対
処
す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
の
中
か
ら
子
ど
も
の
人
権
問
題

を
専
門
的
に
取
り
扱
う
「
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
（
現
在
は
子
ど

も
人
権
委
員
会
）」
が
設
け
ら
れ
、

活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費
生

活
係

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
家
具

類
の
転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
凶

器
と
な
り
、
け
が
の
大
き
な
要
因

と
な
り
ま
す
。
近
年
発
生
し
た
大

地
震
に
よ
る
け
が
の
要
因
で
は
、

お
よ
そ
３
割
〜
５
割
が
家
具
類
の

転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
家
具
類
の
転

倒
な
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
対
策

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ

か
必
ず
起
こ
る
地
震
に
備
え
、
日

頃
か
ら
ご
家
庭
や
事
業
所
で
家
具

類
の
転
倒
防
止
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散

防
止
な
ど
の
対
策
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
（
左
図
参
照
）
。

○
子
ど
も
の
水
泳
や
水
遊
び
に
は

大
人
が
必
ず
同
伴
し
、
目
を
離
さ

な
い
。

○
海
や
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、

十
分
な
準
備
運
動
を
す
る
。

○
水
温
が
低
い
時
、
体
調
が
悪
い

時
、
お
酒
を
飲
ん
だ
時
は
水
に
入

ら
な
い
。

○
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
我

が
国
が
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
規
模
な
地
震
で
あ
り
、

各
地
に
大
津
波
な
ど
に
よ
る
極
め

て
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
消
防
団
員
は
被
災
さ

れ
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
今
も
な

お
懸
命
の
消
防
団
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
は
、
火
災
発
生
時
に
は

　

７
月　

日
任
期
満
了
に
よ
る
稲

１９

城
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
代
理
の

方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
説
明
会

へ
の
出
席
は
１
候
補
予
定
者
に
つ

き
２
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
期
日　

６
月
２
日（
木
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

▽
会
場　

市
役
所
６
階　

会
議
室

６０１

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

消
火
活
動
を
、
地
震
・
風
水
害
と

い
っ
た
大
規
模
災
害
時
に
は
、
救

助
・
救
出
活
動
や
警
戒
巡
視
、
避

難
誘
導
な
ど
に
従
事
し
て
、
市
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
日
夜

活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
力

の
強
化
に
多
く
の
方
々
の
力
が
必

要
で
す
。
入
団
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▽
入
団
資
格　
　

歳
以
上
の
市
内

１８

在
住
の
男
女
で
、
心
身
と
も
健
康

な
方

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
総

務
課
庶
務
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

災
し
ま
す
。
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と

の
同
行
避
難
は
指
定
し
た
避
難
所

で
実
施
し
ま
す
。
市
で
備
蓄
し
た

ケ
ー
ジ
だ
け
で
は
、
避
難
し
て
く

る
動
物
の
す
べ
て
に
は
対
応
で
き

な
い
た
め
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に

は
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
を
参
考
に

災
害
時
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
飼
い
主
の
方
自
身
で
ケ
ー
ジ
と

食
糧
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

○
避
難
所
で
は
、
飼
い
主
不
明
の

動
物
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、

必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
を

し
ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
の
連
絡
先

を
書
い
た
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
を
装
着
す
る
の
も
有
効
で
す
。

○
避
難
所
で
の
病
気
の
伝
染
の
予

防
も
必
要
で
す
。避
難
す
る
際
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
記
録
な
ど

が
記
載
さ
れ
た
「
動
物
同
行
避
難

健
康
手
帳
」
を
す
ぐ
持
ち
出
せ
る

よ
う
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
、
災
害
な
ど
に
際
し
て
家

庭
で
飼
わ
れ
た
犬
や
猫
な
ど
の
ペ

ッ
ト
の
救
護
活
動
な
ど
に
関
し
て
、

（
社
）東
京
都
獣
医
師
会
南
多
摩
支

部
稲
城
部
会
と
「
災
害
時
の
動
物

救
護
の
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

し
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で

す
。
特
に
、
昭
和　

年
５
月
以
前

５６

の
建
築
物
は
、
耐
震
性
が
低
く
、

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対

し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅　

①
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
（
在
来

軸
組
工
法
に
限
る
）　

②
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
の
建

５６

３１

築
確
認
で
建
築
し
、
所
有
者
が
個

人
で
現
に
居
住
し
て
い
る
木
造
住

宅▽
助
成
費
用　

上
限
２
万
５
千
円

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断　

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　
（
社
）

東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所

属
す
る
市
内
の
設
計
事
務
所
や
工

務
店

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
業
者
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　

工
事
額
の

５
％
（　

万
円
を
限
度
）

１０

②
耐
震
補
強
工
事　

工
事
額
の　
１０

％
（　

万
円
を
限
度
）

３０

※
①
と
②
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法　

申
請
書
と
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
、
商
工
会
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
工
事
着
工
前
に
限
り
ま

す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
「
稲
城
市
商

工
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
直
接
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

平
成　

年
１
月　

２４

３１

日（
火
）

※
期
限
内
に
補
助
金
限
度
額
に
達

し
た
場
合
は
申
請
を
締
め
切
り
ま

す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７９

助
成
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

稲
城
市
商
工
会

住
宅
改
修
等
補
助
金

災
害
時
に
は

ペ
ッ
ト
も
被
災
し
ま
す

水
の
怖
さ
を
知
り
、

「
水
の
事
故
」
か
ら

尊
い
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

者
の
約
８
割
が
、
家
屋
な
ど
の
倒

壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
家
族
や

従
業
員
な
ど
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
住
宅
や
事
業
所
の
耐
震
補
強

を
行
い
、
地
震
に
強
い
建
築
物
に

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

耐
震
補
強
工
事
を
市
内
の
業
者
が

施
行
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
商
工
会
が
補
助
す
る
制
度
で

す
。

▽
対
象　

申
請
日
時
点
で
市
民
の

方
、
か
つ
、
対
象
住
宅
を
所
有
し

て
い
る
方

▽
補
助
対
象
工
事　
　

万
円
以
上

４０

の
工
事
、
か
つ
、
対
象
と
な
る
建

物
は
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る

住
宅
、
併
用
・
集
合
住
宅
に
お
け

る
個
人
住
宅
部
分

▽
補
助
金
額

　

地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
時

は
、
動
物
も
人
と
同
じ
よ
う
に
被

ど
も
を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
注
意

す
る
。

○
台
風
な
ど
の
大
雨
で
河
川
が
増

水
し
て
い
る
時
は
、近
付
か
な
い
。

○
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、
普
通

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警

防
課
警
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

図　家具類の転倒・落下防止対策の例

消防支援ボランティア募集！
　稲城消防署では、災害時に消防支援活動を行えるボランテ
ィアを募集しています。

▽活動内容　災害発生時に稲城消防署に参集し、次の活動を
行います。
①応急救護活動　②消火活動の支援　③救出・救助活動の支
援　④災害情報収集活動　⑤被害状況調査の支援　⑥その他
（車両整備など）

▽対象　おおむね18歳以上65歳未満の健康な市民で、震災
時に消防職員と共に支援活動を行う意思があり、次のいずれ
かに該当する方
①応急救護に関する知識を有する方　②日本赤十字社の行う
日赤救急員の資格を有する方　③過去に消防職員・消防団員・
自衛消防隊員などの経験のある方　④警察官・自衛隊員・ボ
ーイスカウトなどの経験のある方　⑤建築・土木・電気・自
動車整備などの資格や実務経験のある方　⑥オフロードバイ
クなどを所有し、災害発生時使用可能な方　⑦その他、消防
支援活動に有用であると消防長が認めた方

▽応募・問い合わせ　稲城消防署警防課警防係　1377－7119

消
防
団
員

募
集
!!

大
切
な
人
を

守
り
ま
せ
ん
か
？

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

稲
城
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者

説
明
会



２３・５・１５ 代表電話は378－2111　（4）

　

市
で
は
、
公
園
や
道
路
の
公
共

施
設
を
市
と
市
民
の
皆
様
と
が
協

働
で
管
理
す
る
ア
ダ
プ
ト
制
度
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
際
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
清
掃
道
具
の
提
供
や
貸
し
出

し
、
ご
み
の
回
収
、
傷
害
保
険
の

加
入
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
具
体
的
な
活
動
の
様
子
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ら
し
の
情

報
」
↓
「
公
園
・
み
ど
り
」
↓

「
ア
ダ
プ
ト
制
度
」
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
と
建
設
課
緑

と
公
園
係
（
公
園
・
緑
地
）
、
管

理
課
維
持
補
修
係（
道
路
・
水
路
）

　

平
成　

年
度
の
住
民
基
本
台
帳

２２

の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

▽
公
表
の
対
象　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合　

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
が
法
令
で
定
め
る
事
務
を
行
う

た
め
に
必
要
な
場
合　

②
個
人
ま
た
は
法
人
が
行
う
閲
覧

で
、
次
の
活
動
を
行
う
た
め
に
閲

覧
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
申
し

出
が
あ
り
、
市
長
が
そ
の
申
し
出

を
認
め
た
場
合　

ア　

統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学

術
研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
も
の　

イ　

公
共
的
な
団
体
が
行
う
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

活
動
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
も
の　

※
犯
罪
捜
査
に
関
す
る
も
の
、
そ

の
ほ
か
特
別
の
事
情
に
よ
り
請
求

事
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
事

務
の
性
質
上
困
難
で
あ
る
も
の
は
、

公
表
の
対
象
外
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
窓

口
係

　

「
女
と
男
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
い
な

ぎ
」
は
、
男
女
問
わ
ず
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
す

学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
「
イ

ク
メ
ン
」
に
つ
い
て
の
基
調
講
演

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成

　

年
２
月
頃
に
実
施
予
定
で
、
実

２４行
委
員
と
し
て
企
画
・
運
営
・
記

録
集
作
り
を
行
い
ま
す
。
実
行
委

員
会
開
催
時
に
は
一
時
保
育
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
子
育

て
中
の
方
も
一
緒
に
楽
し
く
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

※
一
時
保
育
は
、
就
学
前
の
乳
幼

児
（
生
後
６
カ
月
以
上
）
が
対
象

で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
女

▽
活
動
期
間　

６
月
〜
平
成　

年
２４

３
月
（
毎
月
１
〜
２
回
、
２
時
間

程
度
。
主
に
土
曜
日
の
午
前
中
に

活
動
予
定
）

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
活
動
場
所　

男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
応
募
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

（
5　

・
６
９
７
１
）
、
メ
ー
ル

３７８

（k
y
ou
d
ou
su
i@
city
.in
ag
i.

lg
.jp

）
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

を
除
く
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
郵
送
の

場
合
は
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

６
月　

日（
水
）

１５

　

夫
婦
の
問
題
や
家
族
の
こ
と
、

あ
る
い
は
結
婚
問
題
で
あ
っ
た
り
、

離
婚
に
関
す
る
悩
み
だ
っ
た
り
、

仕
事
や
職
場
で
の
人
間
関
係
、
自

身
の
生
き
方
、
ま
た
は
身
の
危
険

さ
え
伴
う
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
に
よ
る
深
刻
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
な
ど
、
現
代
社
会
で
は
個

　

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
愛
し
て
や
ま

な
か
っ
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
魅
力

は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
話
し
手
の
堀
川
さ
ん
は
現

在
、
昭
和
音
楽
大
学
で
講
師
を
務

め
る
傍
ら
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者

と
し
て
も
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
種
類
や
構
造
を
は
じ
め
、
楽
器

の
鳴
ら
し
方
に
至
る
ま
で
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
魅
力
を
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
話

し
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
３
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
話
し
手　

堀
川　

豊
彦
氏
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
、
昭
和
音
楽
大

学
講
師
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協
働
推

進
課
内
）

平成22年度住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

住民の範囲閲覧日請求事由または利用目的の概要閲覧請求者・申出者（委託元）
押立1730番地～、満13歳～69歳、昭和15
年5月1日～平成9年4月末日生まれの男女

平成22年
  4  月27日

日本人のメディア利用に関する実
態調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

東長沼、20歳以上の男女  5  月12日食品の購買意識に関する世論調査（株）サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤 士朗

矢野口、7歳以上の男女  5  月14日平成22年6月全国個人視聴率調
査

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部　部長　塩田 幸司

矢野口、10歳以上の男女  5  月14日平成22年10月全国国民生活時
間調査

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部　部長　塩田 幸司

東長沼、40歳以上の男女  6  月23日東京都主催「健康増進法に基づく
がん検診の対象人口率調査」

（株）エスピー研
代表取締役　安良岡 洋介

百村、65歳以上の男女  6  月23日東京都主催　平成22年度福祉
保健基礎調査「高齢者の実態」

（株）エスピー研
代表取締役　安良岡 洋介

百村・平尾1丁目、満20歳以上の男女  7  月13日都民生活に関する世論調査（株）サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤 士朗

矢野口2653番地～、満15歳～69歳、昭和15
年10月1日～平成7年8月末日生まれの男女  7  月13日多様化する消費生活に関する調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

東長沼、16歳以上の男女12名  7  月14日デジタル放送に関する調査（株）日本リサーチセンター
調査部　部長　石井 美砂

百村・平尾1丁目、満20歳以上の男女  7  月29日都民生活に関する世論調査（株）サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤 士朗

16歳以上の男女  8  月24日「第64回読書世論調査」「時事
問題世論調査」

毎日新聞
世論調査室　七井 辰男

矢野口、7歳以上の男女  9  月  7  日平成22年11月全国個人視聴率
調査

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部　部長　塩田 幸司

百村2109番地～、満18歳以上、平成4年
9月末日生まれの男女  9  月10日第3回メディアに関する全国世論

調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

矢野口2690番地～、満20歳～59歳、昭和25
年12月1日～平成2年9月末日生まれの男女  9  月10日第2回「仕事と家族」に関する全

国調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

東長沼・平尾1丁目・長峰3丁目、満45歳～
79歳の男女  9  月14日墓地と市町村との関わりについて

の調査研究
（株）ＲＪＣリサーチ
調査業務本部長　久野 和英

東長沼、40歳～79歳の男女10月  1  日健康についてのアンケート（株）日本リサーチセンター
調査部　部長　石井 美砂

昭和25年10月31日以前生まれの60歳以上
の男女10月19日住宅と生活環境に関する意識調査（社）新情報センター

事務局長　平谷 信次

押立843番地、平成2年10月31日生まれ～、
20歳以上の男女10月19日一般市民を対象とした「緩和ケア」

に関する認識度調査
（社）新情報センター
事務局長　平谷 信次

大丸、60歳～79歳の男女10月20日消費者教育の試行的実施による効
果検証のための調査研究

（株）日本リサーチセンター
調査部　部長　石井 美砂

押立、7歳以上、平成5年12月末日までに生
まれた男女10月22日

年末年始全国接触者率調査（年末
年始のテレビの見られない方など
についての調査）

（社）中央調査社　会長　中田 正博

大丸17番地～、40歳以上の男女11月11日消費行動に関する意識調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

向陽台6丁目19番地～、満20歳以上の男女11月16日広報広聴活動に関する調査（株）タイム・エージェント
代表取締役　渡部 啓之

若葉台3丁目、60歳以上の男女11月25日第7回高齢者の生活と意識に関す
る国際意識調査

（株）日本リサーチセンター
調査部　部長　石井 美砂

矢野口、大正10年5月1日～平成3年4月30
日生まれの男女12月  9  日全国たばこ喫煙者率調査（株）ビデオリサーチ

代表取締役社長　若杉 五馬

東長沼、20歳以上70歳以下の男女12月17日司法制度についての意識調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

矢野口1150番地～、満20歳以上の男女12月17日社会意識に関する世論調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

矢野口、満20歳以上の男女12月24日男女平等参画に関する世論調査（株）サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤 士朗

平尾1丁目1番地～、満65歳以上74歳以下、
昭和11年2月1日～昭和21年1月末日生まれ
の男女

平成23年
  1  月25日

筋肉を鍛えることについての意識
調査（社）中央調査社　会長　中田 正博

押立、満2歳～6歳未満、平成17年4月2日
～平成21年4月1日生まれの男女  3  月  3  日幼児視聴率調査（株）ビデオリサーチ

代表取締役　若杉 五馬

ア
ダ
プ
ト
制
度

参
加
者
募
集

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う　

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
魅
力
」

心
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
！

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

今
の
自
分
を
よ
り
高
め
て

い
き
た
い
ア
ナ
タ
に
！

実
行
委
員
募
集

女
と
男
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
い
な
ぎ

２
０
１
２

人
の
悩
み
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
自
分
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
専
門
の
相
談

員
に
打
ち
明
け
て
、
少
し
で
も
心

の
負
担
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。
面

接
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
方
は
電

話
相
談
も
で
き
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日
の
み
男
性

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。　

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
、
第
４
土
曜
日

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

▽
費
用　

無
料　

▽
申
込
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協

働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

公
表
し
ま
す

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

８
月
、　

月
）
に
わ
た
り
入
居
者

１１

を
募
集
し
て
い
ま
す
都
営
住
宅
で

す
が
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
状

況
や
、
避
難
者
の
方
々
へ
の
都
営

住
宅
提
供
の
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
見
合
わ
せ
る
（
５
月
分
の
募

集
は
行
わ
な
い
）
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、

決
定
し
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
窓

口
係
、
東
京
都
都
市
整
備
局
指
導

管
理
課　

1　

・
５
３
２
０
・
４

０３

９
８
１

都
営
住
宅

募
集
の
見
合
わ
せ

▲白道ちびっ子広場
　（団体名　白道ポピーの会）

▲向陽台小学校北側
　（団体名　時計台通り）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働
推

進
課
女
性
青
少
年
係

　

例
年
、
年
４
回
（
２
月
、５
月
、



２３・５・１５（5）　代表電話は378－2111

家
族
介
護
教
室

よ
く
わ
か
る

補
聴
器
講
座

災
害
援
護
資
金

貸
付
の
ご
案
内

災
害
弔
慰
金
等
の

ご
案
内

ご意見をお寄せください！

稲城市景観色彩
ガイドライン（案）

　市では、これまで稲城市景観基本計画をもとに様々な景観施策を進

め、良好な景観形成を進めています。

　昨年度より、景観・色彩に関する関心の高まりや周辺市での建築物

の色彩による周辺住民とのトラブルが発生している状況などを考慮し、

稲城市景観づくり懇談会を立ち上げ、合計5回の懇談会の中で建築物

の色彩に関する方針の検討を進めてまいりました。

　このほど、市では、4月25日に懇談会より提出された「良好な色彩

景観の形成に向けて」の提言書を踏まえ、「稲城市景観色彩ガイドラ

イン（案）」を作成しましたので、この案に対するご意見を募集しま

す。

▽対象　市内在住・在勤・在学の方

▽応募期間　5月23日（月）～6月23日（木）

▽ガイドライン（案）閲覧場所　市役所3階都市計画課、各文化セン

ター、中央図書館、平尾・若葉台出張所、市ホームページ

▽応募方法　市ホームページ「あなたの声をお聞かせください」のう

ち「稲城市景観色彩ガイドライン（案）へのご意見」、ファクス（5 

377－4781）、郵送、持参（市役所3階都市計画課）のいずれかの方

法で応募してください。

※応募の際には、件名に「稲城市景観色彩ガイドライン（案）への意

見」と明記し、ご意見、住所、氏名を記載してください。

※ご意見はそのまま公表することがあります。本文には、個人（本人

を含む）や第三者が特定される内容は記載しないでください。

※窓口・電話における口頭でのご意見はお受けできませんので、あら

かじめご了承ください。

※提出されたご意見に個別の回答は行いません。後日、いただいたご

意見の内容とご意見に対する市の考え方を公表します。

▽応募・問い合わせ　都市計画課景観と地区計画係（〒206－8601 

稲城市東長沼2111　稲城市役所都市計画課）

生
産
緑
地
地
区
の

　

追
加
指
定
を

行
い
ま
す

　

生
産
緑
地
地
区
制
度
は
、
都
市

に
お
け
る
農
地
な
ど
の
も
つ
緑
地

と
し
て
の
役
割
を
大
切
に
し
、
積

極
的
に
保
全
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

　

現
在
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地

の
お
よ
そ　
　

が
生
産
緑
地
地
区

１２３
ha

（
保
全
す
る
農
地
）に
指
定
さ
れ
、

市
内
に
お
け
る
緑
の
形
成
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

１６

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
申
請

を
今
年
度
も
下
記
の
日
程
で
受
け

付
け
ま
す
。

※
な
お
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加

指
定
に
関
し
て
は
、
市
の
指
定
方

針
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
方
法　

都
市
計
画
課
に
あ

る
申
請
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　

５
月　

日（
月
）〜

２３

　

日（
金
）

２７▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計

画
課
都
市
計
画
係

南
山
開
発
を
通
じ
て

里
山
の
緑
に
つ
い
て

考
え
よ
う

里
山
伝
道
師

伊
井
野
雄
二
氏
に
よ
る

循
環
型
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
座

か
ら
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近

な
緑
と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
日
）

２２

▽
内
容
・
時
間
・
会
場
（
左
下
図

参
照
）　

①
講
演
会
「
里
山
は
ど

の
よ
う
に
し
て
守
ら
れ
て
き
た
か
」

他
・
午
後
１
時
〜
２
時　

分
・
南

３０

山
東
部
区
画
整
理
組
合
２
階
会
議

室②
木
質
ペ
レ
ッ
ト
（
木
質
燃
料
）

製
造
実
演
・
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
・
組
合
裏
の
工
事
用
道
路
付
近

※
当
日
は
作
り
た
て
の
ペ
レ
ッ
ト

に
よ
る
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。

▽
定
員　

①　

人
（
先
着
順
）

５０

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

南
山
東
部
土
地
区
画
整

理
組
合

▽
協
力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
な
ぎ
里
山
グ

リ
ー
ン
ワ
ー
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
山
の

自
然
を
守
り
育
て
る
会
、
里
山
コ

モ
ン
ズ
を
前
進
さ
せ
る
会
、
稲
城

市
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ　

南
山
東
部
土
地

区
画
整
理
組
合
事
務
局　

1　

・
３７８

５
７
７
３

卍 妙見寺 旧スポーツ 
広場 

水泳クラブ 

ケーキ店 

京王相模原線 

京王相模原線 

稲城駅
 

②実演会場 
※ゲートを直進して 
会場にお入りください 

①組合事務所 
　（講演会会場） 

　

こ
の
講
座
で
は
、
里
山
が
こ
れ

　

ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫

と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
普
段
の
生
活
の
中
で

「
介
護
予
防
」
を
意
識
し
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
自

分
の
健
康
を
維
持
す
る
事
が
で
き

ハッピーエイジング講座年間スケジュール
テーマ期　日開催回

身近で大切な「介護予防」♪  6  月  3  日第1回
見過ごさないで！高齢期の「うつ」について  6  月27日第2回
救急対応や救急搬送について考える  7  月15日第3回
成年後見制度について  9  月  9  日第4回
脳活！使って鍛える認知症予防10月  7  日第5回
地域活動に参加しよう♪11月11日第6回
予防しよう！腰痛・膝痛12月  9  日第7回

元気ウォーキング♪知識と靴の選び方平成24年
  2  月17日第8回

介護予防教室

ハッピー
エイジング講座

（全8回）

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
楽
し
く

年
を
重
ね
る
た
め
に
、
介
護
予
防

を
中
心
と
し
た
講
座
を
全
８
回
開

催
し
ま
す
（
右
下
表
参
照
）
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

方
と
そ
の
家
族
の
方

▽
申
込
方
法　

各
回
の
開
催
日
の

１
カ
月
ほ
ど
前
に
広
報
い
な
ぎ
で

お
知
ら
せ
し
、
公
募
し
ま
す
。

※
期
日
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高

齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
市
民
の
方
は
、
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
被
害

を
受
け
た
市
民　

①
世
帯
主
の
１

カ
月
以
上
の
負
傷　

②
家
財
の
３

分
の
１
以
上
の
損
害　

③
住
居
の

半
壊　

④
住
居
の
全
壊　

⑤
住
居

の
全
体
が
滅
失
も
し
く
は
流
失

▽
貸
付
限
度
額　
　

万
円
（
利
率

３５０

年
３
％
、
償
還
期
間　

年
、
所
得

１０

制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
木
）

３０

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
係

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
市

民
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
場
合
や
障
害
を
負
わ
れ
た
場
合

に
は
、
災
害
弔
慰
金
ま
た
は
災
害

障
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
係

ま
す
。
第
１
回
は
、「
介
護
予
防
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
で
す
。ま
た
、

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い

て
も
お
話
し
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

方▽
期
日　

６
月
３
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０▽

会
場　

総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
講
師　

市
職
員

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高

齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

▲

会
場
案
内
図

　
「
最
近
、
聞
え
に
く
く
な
っ
た
」

「
ど
ん
な
補
聴
器
を
用
意
し
た
ら

良
い
の
か
」
「
持
っ
て
い
る
け
ど

合
わ
な
い
」
な
ど
、
悩
ん
で
い
る

方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

難
聴
の
方
へ
の
接
し
方
や
補
聴

器
の
扱
い
方
な
ど
、
日
常
生
活
で

役
に
立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　

関
心
の
あ
る
方

▽
期
日　

５
月　

日（
火
）

３１

▽
時
間
・
会
場　

①
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
・
ひ
ら
お
苑　

②
午
後

１１

３０

１
時　

分
〜
３
時
・
城
山
文
化
セ

３０

ン
タ
ー　

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

▽
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容　

難
聴
の
種
類
、
高
齢
者

の
特
徴
、
会
話
や
接
し
方
の
ポ
イ

ン
ト
、
補
聴
器
の
種
類
と
選
び
方

な
ど

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
苑 

1　

・
５
６
６
６

３３１

開
催
し
ま
す

認
知
症
介
護
者

交
流
会

　

高
齢
者
の 
徘  
徊 
な
ど
で
お
困
り

は
い 
か
い

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。今
回
、

多
摩
中
央
警
察
署
の
方
に
、
「
徘

徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
家
族
の
方

や
介
護
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
方
、
徘
徊
者
対
応
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方

▽
期
日　

６
月
８
日（
水
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
テ
ー
マ　

「
稲
城
市
徘
徊
高
齢

者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
新
シ

ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
」

▽
講
師　

甲
斐　

築
城
氏
（
多
摩

中
央
警
察
署
生
活
安
全
課
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
苑 

加
藤
・
窪
田　

1　

・
５
５
０
０

３７９

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
の
手
当

２３

額
改
定
に
伴
い
、
２
月
期
分
手
当

（　

月
〜
１
月
分
）
と
支
給
金
額

１１
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
で
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
速

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

　

市
外
転
居
、
死
亡
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
、
入
院
３
カ
月
超
過

な
ど

障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当

　

市
外
転
居
、
死
亡
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な

ど▽
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ　

障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
係

５
月
期
分
手
当（
２
月
〜

４
月
分
）を
支
給
し
ま
し
た

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・

福
祉
手
当（
国
制
度
）

ハ
ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
講
座

（
第
１
回
）

身
近
で
大
切
な

「
介
護
予
防
」♪



２３・５・１５ 代表電話は378－2111　（6）

家
庭 
剪  
定 
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報　

▽
５
月
後
半
の
作
業
日
・
会
場　

５
月　

日（
火
）・
大
丸
公
園
駐
車
場
、　

日（
火
）・
中
央
公
園
西
駐
車
場
、　

日（
火
）・
百
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

せ
ん 

て
い

１７

２４

３１

※
作
業
日
前
週
の
土
曜
日
か
ら
作
業
日
前
日
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
（
草
葉
・
野
菜
く
ず
持
込
不
可
。
事
業
者
の
方
の
持
込
不
可
）
。
▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

携
帯
電
話
や

 
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
も

国
民
年
金
保
険
料
が 

納
め
ら
れ
ま
す

届け出はお済みですか

就職・退職などによる
国民健康保険の

“脱退・加入”

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
が
就
職
な
ど
に
よ

っ
て
職
場
の
健
康
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
・
組
合
健
保
・
共
済
組
合
な

ど
）
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保

か
ら
の
脱
退
を
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。
届
け

出
が
遅
れ
る
と
、
他
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
後
も
国
保
税
が
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
い

ず
れ
の
健
康
保
険
に
も
加
入
し
な

く
な
っ
た
方
は
、
必
ず
国
保
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
強

制
加
入
）。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

国民年金保険料の
免除・特例制度を
ご活用ください

　

国
民
年
金
制
度
に
は
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
免
除
制
度（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

（
左
下
表
参
照
）
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
本
人
の
申
請

が
必
要
で
す
（
所
得
条
件
が
あ
り

ま
す
）
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１８

※
下
表
③
を
除
き
文
字
入
力
で
き

る
方

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
費
用
な
ど　

下
表
の
と
お
り

受
講
者
募
集　

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１０

　

名
古
屋
帯
や
半
幅
帯
な
ど
が
一

人
で
結
べ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日
〜
６
月　

日

２５

２９

の
水
曜
日
（
全
６
回
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

▽
定
員　

６
人
（
先
着
順
）

▽
費
用　

６
千
円

▽
応
募
方
法　

直
接
窓
口
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

　

初
心
者　

着
付
け
教
室

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス
（
複
数
可
）
・
住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月　

日（
日
）必

２２

着▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
係
（
〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼

２０６

０８０２

２
１
１
２
の
１
）

パソコン講習会

受講料
時間期日

（コース期間）コース
テキスト代

12，900円
午前
  9  時30分～
12時30分

6月4日・11日・
　18日・25日、
7月2日・  9  日・
　16日・23日
（8日間計24時
間）

①Excel2007
　基礎講座
（毎週土曜午
前コース）   2，100円

12，900円
午前
  9  時30分～
12時30分

6月5日・12日・
　19日・26日、
7月3日・10日・ 
　17日・24日
（8日間計24時
間）

②Word2007
　基礎講座
（毎週日曜午
前コース）   2，100円

  3，000円午前
  9  時30分～
12時30分

6月7日（火）
    ・8日（水）
（2日間計6時間）

③初めての
　パソコン 無料

  3，000円午前
  9  時30分～
12時30分

6月14日（火）
    ・15日（水）
（2日間計6時間）

④デジカメ
　入門講座 無料

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

府
中
年
金
事
務
所　

1　

・　

・

０４２

３６１

１
０
１
１

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
窓
口
納

付
（
全
国
の
銀
行
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
や
口
座

振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
付
以
外
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
と
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約
が
必
要

で
す
。

　

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
金

融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

国民健康保険の届け出

手続きに必要なもの届け出が必要な時区分
国保の保険証他の市区町村に転出する時

国
保
か
ら　

脱
退
す
る
時

国保と職場の健康保険の両方の保険証職場の健康保険に加入した・被扶養者に認定された時

国保の保険証、通帳（注1）、印鑑、葬儀を行ったことが分かるもの
（葬儀の領収書または会葬礼状）国保の被保険者が死亡した時

国保の保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けるようになった時

他の市区町村の転出証明書、印鑑他の市区町村から転入してきた時国
保
に　
　

加
入
す
る
時

職場の健康保険の資格喪失証明書、印鑑職場の健康保険を辞めた時・被扶養者から外れた時

国保の保険証、印鑑子どもが生まれた時（注2）

保護廃止決定通知書、印鑑生活保護を受けなくなった時

国保の保険証、年金証書（年金手帳ではありません）、印鑑退職者医療制度の対象となった時

そ
の
他

国保の保険証、印鑑住所、世帯主、氏名、世帯構成が変わった時

国保の保険証、在学証明書、印鑑、住民票（住民登録を変更している
場合）修学のため、別に住所を定める時

本人確認ができるもの（注3）、印鑑国保の保険証を紛失した時

（注1）通帳は、出産育児一時金や葬祭費を振り込むために口座番号を確認するものです。
（注2）出産育児一時金の医療機関直接払制度を利用しなかった場合、または出産費用が42万円未満であった場合は、出産育児一時金の支給
申請が必要となります。出産育児一時金直接払制度の利用に関する確認書、出産費用の領収書または請求書、通帳を併せてお持ちください。
（注3）本人または届け出人の運転免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど（写真入りの公的身分証明書）、国保税の領収書
※外国籍の方が加入・脱退する時は、各手続きに必要なものの他、外国人登録証明書、パスポートが必要になります。

国民年金保険料の免除・特例制度

未納

保険料の猶予保険料の免除

国民年金
保険料 学生

納付特例制度

若年者
納付猶予制度
（30歳未満）

免除制度

一部免除
（一部納付）全額免除

本人本人・配偶者本人・世帯主・配偶者所得の
審査対象

平成23年4月～
平成24年3月

平成23年7月～平成24年6月
（平成23年7月末までは、平成22年7月～
平成23年6月の期間の申請も可能）

免除等承認
（申請）期間

×
算入されない

○
算入される

○
算入される

△
納付すべき
保険料を
納付すれば、
算入される

○
算入される

老齢・障害・遺
族基礎年金を
受けるために
必要な期間に
算入されるか

×
反映されない

×
反映されない

×
反映されない

△
納付すべき
保険料を
納付すれば、
一定の割合で
反映される

○
一定の割合で
反映される

年金額に
反映されるか

※10年以内であれば、さかのぼって保険料を納める（追納）ことができます。ただし、経過期
間により一定の額が保険料に加算されます。

　

こ
の
方
針
が
実
施
さ
れ
る
と
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
や
エ

コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
お
い
て
も

節
電
が
求
め
ら
れ
、
ご
み
の
処
理

や
焼
却
灰
の
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
に

影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
生
ご
み
を
出
す
と

き
に
袋
を
絞
っ
て
水
切
り
を
す
る

こ
と
や
、
資
源
物
を
し
っ
か
り
分

別
す
る
こ
と
な
ど
、
ご
み
と
し
て

出
す
前
に
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
い
て
、
今
ま
で
以
上
の

ご
み
の
減
量
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

い
て
、
市
職
員
に
よ
る
出
張
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
分

別
や
出
し
方
、
処
理
の
流
れ
、
ご

み
量
と
そ
の
内
訳
、
減
量
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
や
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
お
話
し
す
る
他
、

皆
さ
ん
の
疑
問
・
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
８
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間
程

２０

度▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
時
間
、
会
場
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

稲
城
市
か
ら
出
た
燃
え
る
ご
み
・

燃
え
な
い
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
多
摩
川
で
破
砕
・
焼
却
さ
れ
、

焼
却
灰
は
東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
の
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設

（
日
の
出
町
）
で
エ
コ
セ
メ
ン
ト

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日
本

１１

大
震
災
の
影
響
で
、
東
京
電
力
は

４
月
ま
で
計
画
停
電
を
実
施
し
ま

し
た
。
政
府
は
、
今
夏
の
電
力
需

給
対
策
と
し
て
、
電
気
事
業
法
に

基
づ
く
電
力
使
用
制
限
を
発
動
し
、

大
口
需
要
家
な
ど
の
使
用
電
力
を

削
減
す
る
方
針
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
の

お
願
い

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

市
職
員
に
よ
る

　

ご
み
減
量

地
域
説
明
会

　

広
報
い
な
ぎ
５
月　

日
号
６
面

１５

中
の
「
２
０
１
１
環
境
月
間
基
調

講
演
会　

弁
護
士 
住  
田  
裕  
子 
氏
講

す
み 
た 
ひ
ろ 
こ

演
会
」
は
、
講
師
派
遣
団
体
の
都

合
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

中
止
の
お
知
ら
せ



２３・５・１５（7）　代表電話は378－2111

凡例

▲

　■対対象　■日期日　■間期間　■時時間　■場会場　■定定員　■内内容　■費 費用　■申 申込方法　■限 申込期限　■先 申込先　■問問い合わせ

開
催
し
ま
す

　

稲
城
市
就
職
面
接
会2

0
1
1

都
立
多
摩
図
書
館

　

東
京
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン
ク
講
演
会

天
野
祐
吉
の

 
広
告
み
た
い
な
話

〜
広
告
と
言
葉
の
チ
カ
ラ
〜

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会

設
立
５
周
年
記
念
講
演
会

 
ご
近
所
パ
ワ
ー
活
用
術

 　

〜
誰
も
が
主
役
、

地
域
の
輪
〜

　

火
葬
炉
の
保
守
点
検
な
ど
を
行

い
ま
す
の
で
、
左
表
の
と
お
り
業

務
を
休
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

　

大
き
な
災
害
が
起
こ
る
た
び
に

地
域
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
大
切
さ
が
話
題
に
な
り
ま

す
。
親
の
介
護
を
き
っ
か
け
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
近
所
の
方
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
を
作
っ
た
鈴
木
さ
ん
に
「
ご

近
所
パ
ワ
ー
（
地
域
力
）
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
何
か

臨時休業となる業務

霊安室予約
受付

式場利用火葬
業務期日

通　夜告別式
○○×○○5月18日（水）

○○×××5月19日（木）
友引日

○○○××5月20日（金）
臨時休業日

○○○○○5月21日（土）

○平常どおり　　×休業

臨
時
休
業

南
多
摩
斎
場

を
一
緒
に
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 

５
月　

日（
土
）

２８

■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■定
 
　

人
５０

▽
講
師　

鈴
木　

恵
子
氏
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ　

す
ず
の
会

代
表
）

■費
 

無
料

■問
 

い
な
ぎ
社
会
福
祉
士
会　

大
熊 

1　

・
２
７
０
１

３７８

立
川
防
災
館
イ
ベ
ン
ト

シ
ル
バ
ー
の
た
め
の

応
急
手
当
講
習
会

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　

高
齢
者
の
病
気
や
け
が
に
対
す

る
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

■対
 

高
齢
者
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
方
、
高
齢
者
の
世
話
を
す
る
必

要
が
あ
る
方
な
ど

■日
 

６
月　

日（
土
）

１８

■時
 

午
前　

時
〜　

時
頃

１０

１１

■定
 
　

人
（
要
予
約
）

３０
■費
 

無
料

■申
 

電
話
ま
た
は
来
館
の
う
え
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■場
 

■先
 

■問
 

立
川
防
災
館
（
東
京
消
防

庁
立
川
都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
）

（　

立
川
駅
北
口
の
り
ば
か
ら
バ

JR
ス「
立
川
消
防
署
」下
車
）
1　

・
０４２

　

・
１
１
１
９

５２１

　

対
象
の
方
に
対
し
て
、
そ
の
ご

労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
と
な
り

２５

３１

ま
し
た
。
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族

な
ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■対
 

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海

軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
は
除
く
）

■問
 

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室　

業
務
担
当　

1　

・
５
２
５

０３

３
・
５
１
８
２
、
5　

・
５
２
５

０３

３
・
５
１
９
０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

　

市
で
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

就
職
面
接
会
を
ｉ
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
参
加
費
無
料
）
。

■日
 

６
月
３
日（
金
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
付
は
午
後
０
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
で
す
。

３０■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
会
議
室

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
参
加
企
業　

５
社
程
度

※
詳
細
に
つ
い
て
は
５
月　

日
２４

（
火
）以
降
、
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府

中
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

▽
持
ち
物　

複
数
の
履
歴
書
と
筆

記
用
具
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方

は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

▽
主
催
・
共
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

府
中
、
稲
城
市
、
多
摩
市
、
稲
城

市
商
工
会

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
府
中（
公
共
職
業
安
定
所
）

職
業
相
談
部
門　

1　

・　

・
８

０４２

３３６

６
２
５

　

雑
誌
「
広
告
批
評
」
の
編
集
・

発
行
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
「
Ｃ

Ｍ
天
気
図
」
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

で
お
な
じ
み
の
天
野
祐
吉
氏
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■対
 

都
民
の
方

■日
 

６
月
４
日（
土
）

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

東
京
都
多
摩
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

■定
 
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

４００
選
）

■費
 

無
料

■申
 

往
復
は
が
き
か「
都
立
図
書
館
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、講
演
会
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
水
）消
印
有
効

２５

■先
 

■問
 

都
立
多
摩
図
書
館
（
〒　

・
１９０

　

立
川
市
錦
町
６
の
３
の
１
）
1

８５４３
　

・　

・
７
１
８
６

０４２

５２４

は
「
南
多
摩
斎
場
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

南
多
摩
斎
場　

1　

・　

・
７
６
４
１

０４２

７９７

 

▲梨の花粉付け体験学習（4月20日・押立）
　稲城第四小学校の3年生が、稲城の特産物『梨』の花
粉付けを行いました。この体験学習は、ＪＡ東京みなみ
果実部押立支部、地元農業委員の協力で行われており、
今年で18年目を迎えます。

▲ホタルの幼虫放流
（4月15日・ 上  谷  戸 親水公園ホタルの里）

かさ や と

　上谷戸ホタルの会や国際ソロプチミスト稲城の会員、
もみの木保育園の園児らによるホタルの幼虫の放流が行
われました（ホタルの観賞期間は、6月3日～12日です）。

　

５
月
か
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診（
医
師
会
実
施
事
業
）、
そ

の
他
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
各
検

診
と
も
特
定
健
康
診
査
と
同
時
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
は
各

検
診
と
と
も
に
年
度
内
１
回
で
す
。

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方　

①
昭
和　

年
４
月
２
日

４６

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

４７

ま
れ
た
方　

②
昭
和　

年
４
月
１

４６

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
受
診

希
望
の
方　

③
特
定
健
診
な
ど
に

お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
見

ら
れ
た
方
で
、
受
診
希
望
の
方

※
①
・
②
は
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
受
け
た
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
③
は
過
去
に
受
け
た

方
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

５
月　

日（
金
）〜
平
成

２０

　

年
３
月　

日（
土
）

２４

３１

▽
内
容　

問
診
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検

査
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▽
費
用　

無
料

※
再
検
査
な
ど
は
自
費

▽
申
込
方
法　

①
の
方
は
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
、
市
か
ら
郵
送

し
た
勧
奨
通
知
を
持
参
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
（
対
象
者
に
は
、

順
次
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る
予
定

で
す
）
。

　

②
・
③
の
方
は
指
定
医
療
機
関

に
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
大
腸
が
ん
検
診

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以

４７

前
に
生
ま
れ
た
方

▽
期
間　

５
月　

日（
金
）〜
平
成

２０

　

年
３
月　

日（
土
）

２４

３１

▽
内
容　

免
疫
法
便
潜
血
検
査
２

日
法
（
２
回
検
体
を
採
取
）

▽
費
用　
　

円
（
健
康
保
険
証
の

４６０

負
担
割
合
が
１
割
の
方
は　

円
）

１５０

▽
申
込
方
法　

指
定
医
療
機
関
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

▽
対
象　

４
月
１
日
か
ら
平
成　
２４

年
３
月　

日
の
間
に　

歳
、　

歳
、

３１

５５

６０

　

歳
、　

歳
に
な
る
男
性
の
方

６５

７０

▽
期
間　

５
月　

日（
金
）〜　

月

２０

１０

　

日（
月
）

３１▽
内
容　

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査

（
血
液
検
査
）

▽
費
用　

無
料
（
医
師
会
負
担
）

▽
申
込
方
法　

指
定
医
療
機
関
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
前
立
腺
が
ん
検
診

（
医
師
会
実
施
事
業
）

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
歯
と
お
口
の
健
康
、
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

族
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診
日

現
在
妊
娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

▽
健
診
日　

６
月
３
日（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

２５

２
時

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
数　
　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科

健
康
診
査
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

個
別
相
談

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な
る

２歳児
歯科健康診査希望
１．６月１日（水）
２．幼児氏名
　　（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

▲申込記入例

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

平
成　

年
５
月
生
ま
れ

２１

の
お
子
さ
ん

▽
健
診
日　

６
月
１
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

歯
科
健
康
診
査
、
個
別

相
談
（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な

ど
）

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ

ル▽
申
込
方
法　

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
窓

口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日（
金
）必

２７

着

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以

４７

前
に
生
ま
れ
た
方

▽
期
間　

５
月　

日（
金
）〜
平
成

２０

　

年
３
月　

日（
土
）

２４

３１

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
方
法　

指
定
医
療
機
関
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
検
査

結
核
検
査
（
エ
ッ
ク
ス
線
）
、
心

電
図
検
査
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方　

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

各
種
検
診
を

実
施
し
ま
す



２３・５・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※6月1日（水）の住宅リフォーム相談は、5月25日（水）まで予約を受け付けます。
※6月1日（水）の女性の悩み相談は、5月31日（火）まで予約を受け付けます。

乳
が
ん
検
診

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以

４７

前
生
ま
れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平

成　

年
度
未
受
診
の
方

２２
▽
検
査
方
法　

視
触
診
、
乳
房
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
会
場　

市
立
病
院
（
平
日
）

▽
受
診
料　

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子
宮
が
ん
検
診

▽
対
象　

平
成
４
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平

成　

年
度
未
受
診
の
方

２２
▽
検
査
方
法　

細
胞
検
査

▽
会
場　

①
市
立
病
院
（
平
日
）

②
増
田
産
婦
人
科
（
平
日
・
土
曜

日
）

▽
受
診
料　

２
２
５
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７５０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

▽
受
診
期
間　

平
成　

年
３
月　

２４

３１

日（
土
）ま
で

▽
申
込
方
法　

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://

w
w
w
.e

‐te
tsu
z
u
k
i９
９
.

com
/tok

y
o/

、
携
帯
電
話
か

ら
は
左
下
の
バ
ー
コ
ー
ド
）
、
窓

口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
。

※
毎
月　

日
締
切
で
翌
月
５
日
ま

２２

で
に
受
診
票
と
受
診
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
各
医
療

機
関
へ
直
接
申
し
込
み
を
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
限
は

平
成　

年
２
月　

日（
水
）ま
で
で

２４

２２

す
。
な
お
、
一
日
の
予
約
枠
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
で

き
な
い
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方　

④　

歳
以
上　

歳
未

２０

３０

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日
以

５２

前
生
ま
れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に

１
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
受
診
日　

６
月　

日（
日
）

１２

▽
時
間　

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
（
抽
選
）

５５

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料　

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://

w
w
w
.e

‐tetsuzuki９９
.com

/tokyo/

、
携
帯
電
話
か
ら
は
右

上
の
バ
ー
コ
ー
ド
）
、
窓
口
持
参

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日（
月
）必

２３

着※
抽
選
結
果
は
受
診
日
の　

日
前

１０

○○がん検診希望

１．住所
２．氏名（フリガナ）
３．生年月日（年齢）
４．電話番号
５．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

＋休日急病診療所　こせき内科クリニック（矢野口）9時～5時  1377－0035
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）9時～5時 � 1370－2182日5／○１5 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月16

定期健康相談   9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談   9  時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
くらしの書類作成相談   1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火17

1歳6カ月児健康診査（平成21年10月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の法律相談   1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
住宅リフォーム相談   1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水18

3歳児健康診査（平成20年4月生まれ） 保健センター
法律相談   9  時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談   1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木19

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談   1時30分～4時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金20

土21

＋休日急病診療所　かじわら内科泌尿器科クリニック（矢野口）9時～5時  1370－8770
＋休日薬局　　　　市役所通り薬局（矢野口）9時～5時 �� 1377－9599日○2２ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月23

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年1月生まれ） 保健センター
定期健康相談   9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談   9  時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火24

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談   1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談   9  時～正午・1時～4時 平尾出張所

水25

1歳児歯科健康診査（平成22年4月生まれ） 保健センター
3歳児健康診査（平成20年4月生まれ） 保健センター
法律相談   9  時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木26

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金27

休日窓口　８時30分～正午、1時～5時
 ���� 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談   1  時～4時（前日までに予約） 福祉センター

土28

＋休日急病診療所　稲城腎・内科クリニック（東長沼）9時～5時 � 1370－7611
＋休日薬局　　　　かしの木薬局（東長沼）9時～5時 � 1370－4193日○２９ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月30

法律相談   9  時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談   9  時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火31
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若年者の脳卒中（Stroke in
young adults）について

　

脳
卒
中
は
、
我
が
国
の
死
亡

原
因
第
三
位
、
後
遺
症
に
よ
る

要
介
護
に
至
る
原
因
疾
患
と
し

て
も
重
要
な
疾
患
で
あ
り
、
代

表
的
な
タ
イ
プ
（
臨
床
病
型
）

に
は
、
出
血
性
脳
卒
中
と
し
て

の
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
、

虚
血
性
脳
卒
中
と
し
て
の
脳 
梗  こう

 
塞 
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
の

そ
くリ

ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
、
喫
煙
な
ど
生
活
習
慣
に
関

連
し
た
危
険
因
子
を
背
景
に
、

高
齢
者
の
血
管
病
と
し
て
の
脳

血
管
障
害
へ
の
対
応
が
臨
床
現

場
の
大
き
な
課
題
で
す
。
一
方

で
近
年
、　

歳
（　

歳
か
ら　

４５

４０

５０

歳
）
よ
り
若
年
世
代
の
脳
卒
中
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
年
世
代

で
は
、
脳
出
血
や
く
も
膜
下
出
血

な
ど
の
出
血
性
脳
卒
中
の
割
合
が

高
い
こ
と
、
脳
梗
塞
で
は
、
心
原

性
脳
塞
栓
症
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓

性
脳
梗
塞
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
３
大

病
型
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
原
因
に

よ
る
脳
梗
塞
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
脳
卒
中

を
再
発
さ
せ
な
い
た
め
（
二
次
予

防
）
に
、
ま
た
、
脳
卒
中
に
な
ら

な
い
た
め
（
一
次
予
防
）
に
は
、

脳
卒
中
の
病
型
と
原
因
を
患
者
さ

ん
ご
と
に
詳
細
に
見
極
め
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

若
年
世
代
の
脳
卒
中
で
は
、 
椎  

つ
い

 
骨 
動
脈
な
ど
の
血
管
壁
が
裂
け
る

こ
つ脳

動
脈
解
離
（
解
離
性
動
脈 
瘤 
破

り
ゅ
う

綻
に
よ
る
く
も
膜
下
出
血
や
脳
梗

塞
）
、
心
臓
の
右
左
シ
ャ
ン
ト

（
卵
円
孔
開
存
な
ど
）
に
よ
る
奇

異
性
塞
栓
症
、
抗
リ
ン
脂
質
抗
体

な
ど
の
血
液
凝
固
、
血
栓
止
血
異

常
に
よ
る
脳
梗
塞
、
脳
血
管
奇
形

（
動
静
脈
奇
形
、W

illis

        

動
脈

ウ
ィ
リ
ス

輪
閉
塞
症
）
な
ど
が
比
較
的
高
い

頻
度
で
認
め
ら
れ
ま
す
。
働
き
盛

▽問い合わせ　稲城市保健センター
1378－3421

り
世
代
や
子
育
て
世
代
の
人
生

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
脳
卒

中
は
、
原
因
が
多
彩
で
あ
る
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ

ん
に
向
き
合
い
、
経
過
、
診
察

所
見
な
ど
の
臨
床
情
報
を
踏
ま

え
て
、
必
要
に
応
じ
て
特
殊
な

画
像
診
断
、
経
食
道
心
エ
コ

ー
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
、
血
液

検
査
な
ど
を
適
切
に
選
択
し
な

が
ら
原
因
を
把
握
し
、
二
次
予

防
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
、
若
年
世
代
で
も
、

検
診
で
指
摘
さ
れ
な
が
ら
放
置

さ
れ
た
り
治
療
不
十
分
な
高
血

圧
に
伴
う
高
血
圧
性
脳
出
血

や
ラ
ク
ナ
梗
塞
（
い
ず
れ
も

sm
all
vessel

        

と
呼
ば
れ
る

ス
モ
ー
ル 

ベ
セ
ル

 
穿  
通 
動
脈
の
障
害
）
の
頻
度
も

せ
ん 
つ
う

高
く
、　

時
間
血
圧
管
理
が
極

２４

め
て
重
要
で
あ
る
点
は
高
齢
世

代
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
若
年
者

の
脳
卒
中
は
、
神
経
内
科
、
脳

神
経
外
科
、
脳
血
管
内
治
療
医

を
は
じ
め
診
療
科
を
超
え
た
連

携
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る

現
状
で
す
。

稲
城
市
医
師
会　

後
藤　

淳

　

広
報
い
な
ぎ
５
月
１
日
号
８
面
、

「
親
子
歯
み
が
き
教
室
」
中
、
期

日
が
５
月　

日（
月
）と
あ
る
の
は
、

２３

５
月　

日（
水
）の
誤
り
で
し
た
。

１８

ま
た
、
「
低
出
生
体
重
児
の
１
歳

児
健
康
診
査
」
中
、
申
込
方
法
が

５
月　

日（
水
）ま
で
と
あ
る
の
は
、

１８

５
月　

日（
月
）ま
で
の
誤
り
で
し

２３

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

◆
お
詫
び
と
訂
正

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

満
の
方
（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

※
次
回
の
胃
が
ん
検
診
は
、
７
月

４
日（
月
）第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

胃がん検診希望
１．６月12日（日）・
 　保健センター
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

胃がん検診




